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２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
日
本
の
東
北
地
方
が
深
刻
な
３
重
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
日
本
の
人
々
は
毅き

然ぜ
ん

と
立
ち
向
か
っ
た
。
隣

人
同
士
が
助
け
合
い
、
日
本
の
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
直
ち
に

対
応
し
た
。
自
衛
隊
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
最
大
規
模
の
部
隊
を

動
員
し
、
米
軍
も
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
で
支
援
し
た
。
日
本
各
地
か

ら
救
援
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
東
北
地
方
に
向
か
っ
た
。

私
自
身
、
そ
の
日
は
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
。
６
月
に
は
東
北
地

方
の
被
災
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、
東
洋
大
学
の
招
き
で
再
び
来
日

し
、
さ
ら
に
12
年
に
は
日
本
学
術
振
興
会
の
研
究
員
と
し
て
、
災
害

対
応
を
研
究
す
る
た
め
日
本
を
訪
れ
た
。
受
け
入
れ
機
関
は
神
奈
川

大
学
で
、
務
台
俊
介
教
授
（
元
消
防
庁
防
災
課
長
、
現
衆
議
院
議

員
）
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
に
６
週
間
滞
在
し
、
東
京
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
盛
岡
市
や

久
留
米
市
、
金
沢
市
な
ど
各
地
を
訪
れ
、
医
師
や
看
護
師
、
消
防

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
研
究
所　

訓
練
・
教
育
・
研
究
部
長

レ
オ
・
ボ
ス
ナ
ー

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
を
経
て
も
、
日
本
の
大
規
模
災
害
対
策
に

お
け
る
問
題
の
多
く
は
依
然
、
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
は
あ
ら

ゆ
る
形
態
の
災
害
を
想
定
し
た
「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
の
災
害
対
応

計
画
と
多
数
の
消
防
、
救
援
関
係
者
を
組
織
・
管
理
す
る
「
非
常
事

態
指
揮
体
制
」
を
構
築
す
べ
き
だ
。

レオ・ボスナー
災害対応の改善に取り組む非営利組織
グローバルレジリアンス研究所 訓練・
教育・研究部長。国士舘大学大学院
救急システム研究科非常勤講師。
1979年から2008年まで米連邦緊急事
態管理庁（FEMA）の専門官として、
地震や洪水、ハリケーン、テロ事件な
どの対応計画策定を支援した。

Leo B
osner

特
集
2  

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年

「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
」の
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
を 

─
不
可
欠
な
包
括
的
計
画
と
統
合
指
揮
体
制

翻
訳
◉
大
熊
良
明



63　「オールハザード」の災害対応システムを

特集2　東日本大震災から３年

士
、
自
衛
隊
員
の
ほ
か
、
政
府
関
係
者
、
大
学
教
授
、
企
業
関
係

者
、
非
営
利
団
体
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
一
般

市
民
ら
に
会
っ
た
。

現
実
的
計
画
が
な
い
日
本

一
連
の
面
談
で
、
私
は
常
に
同
じ
問
い
掛
け
を
し
た
。
災
害
対
応

の
際
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
？　

う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は

何
か
？　

ど
の
よ
う
な
改
善
が
必
要
か
？

面
談
相
手
が
話
し
た
の
は
概
し
て
、
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
に

活
動
す
る
中
で
日
本
人
や
外
国
人
が
見
せ
た
勇
敢
な
行
動
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
が
多
く
の
面
で
期
待
を
裏
切

り
、
不
満
が
募
っ
た
り
、
問
題
が
生
じ
た
り
し
た
例
も
耳
に
し
た
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
日
本
に
は
大
規
模
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の

包
括
的
で
現
実
的
な
計
画
が
存
在
し
な
い
。
日
本
の
政
府
の
災
害
対

応
計
画
は
互
い
に
ほ
と
ん
ど
関
連
性
の
な
い
政
府
各
省
庁
の
さ
ま
ざ

ま
な
計
画
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
計
画
の
多
く
は
ま
っ
た
く
実
践
的

で
は
な
い
。
こ
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
政
府
の
対
応
は
多
く

の
点
で
管
理
・
調
整
が
不
十
分
で
、
多
数
の
人
々
が
不
必
要
な
苦
労

を
強
い
ら
れ
た
。
食
料
や
医
薬
品
な
ど
貴
重
な
物
資
が
必
要
の
な
い

所
に
搬
送
さ
れ
る
一
方
、
被
災
者
が
物
資
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
所
も

あ
っ
た
。
衣
服
や
装
備
、
缶
詰
な
ど
必
需
品
の
寄
付
の
申
し
出
が
あ

っ
て
も
、
受
け
入
れ
て
管
理
す
る
態
勢
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
断
ら
れ
た
例
も
あ
っ
た
。
管
理
が
行
き
届
か
な
い
避
難
所
や
、
ま

っ
た
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
も
あ
っ
た
。
被
災
地
で
患
者
を

手
当
て
し
た
医
師
が
東
京
の
厚
生
労
働
省
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て

も
、
担
当
者
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
は
確
か
に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
が
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
こ
そ
、
次
の
災
害
に
備
え
る
計
画
を
強

化
す
る
た
め
の
土
台
と
す
べ
き
で
あ
る
。
米
国
で
の
取
り
組
み
の
一

つ
は
、「
緊
急
事
態
支
援
機
能
（
Ｅ
Ｓ
Ｆ
）」
の
策
定
で
あ
る
。
端
的

に
言
え
ば
、
個
々
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
は
災
害
発
生
を
受
け
て
政
府
が
救
援
活

動
を
管
理
す
る
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
任
務
を
並
べ
た
だ

け
に
す
ぎ
な
い
。
米
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
は
米
政

府
の
災
害
対
応
計
画
の
一
環
と
し
て
次
の
15
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
リ
ス
ト
を
策

定
し
た（

１
）。

①
交
通　

②
通
信　

③
公
共
事
業
・
土
木　

④
消
防　

⑤
緊
急

事
態
管
理　

⑥
集
団
ケ
ア
、
緊
急
事
態
支
援
、
住
居
、
人
的
サ
ー
ビ

ス　

⑦
後
方
支
援
管
理
、
資
源
支
援　

⑧
公
衆
衛
生
、
医
療
サ
ー
ビ

ス　

⑨
捜
索
、
救
助　

⑩
石
油
、
有
害
物
質
対
応　

⑪
農
業
、
天
然

資
源　

⑫
エ
ネ
ル
ギ
ー　

⑬
公
共
安
全
、
治
安　

⑭
長
期
的
な
地
域

復
興（

２
）　

⑮
対
外
関
係
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通
用
し
な
か
っ
た
個
別
の
災
害
対
応
装
備

米
国
の
計
画
で
は
、
一
つ
の
政
府
機
関
が
特
定
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
の
緊
急

対
応
計
画
策
定
を
担
当
す
る
。
例
え
ば
、（
日
本
の
厚
生
労
働
省
に

近
い
）
保
健
福
祉
省
は
Ｅ
Ｓ
Ｆ
⑧
の
公
衆
衛
生
の
主
務
官
庁
で
あ

り
、
災
害
で
起
こ
り
得
る
衛
生
、
医
療
問
題
に
対
処
す
る
計
画
を
整

え
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｆ
計
画
は
実
践
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
関
連
機
関
を

す
べ
て
包
括
し
、
他
の
す
べ
て
の
Ｅ
Ｓ
Ｆ
計
画
と
整
合
性
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
計
画
は
「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
あ
ら
ゆ
る
緊
急
事
態
に

対
応
可
能
な
）」
計
画
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
震
や
津
波
、
テ
ロ
に

個
別
に
対
処
す
る
計
画
で
は
な
く
、
災
害
に
対
応
す
る
計
画
な
の
で

あ
る
。
日
本
は
い
ま
だ
に
、
個
別
の
災
害
に
対
応
す
る
別
々
の
計
画

を
策
定
す
る
古
い
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
９
９
５

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
多
大
な
時
間
、

多
額
の
資
金
を
か
け
て
、
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
を

創
設
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
主
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う

に
、
都
市
型
の
地
震
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
、
関
連
装
備

を
備
え
て
い
る
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
の
災
害
は
、
都
市
型
の
地
震
で
は
な
く
、

地
域
全
体
を
襲
っ
た
津
波
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
そ
う
し
た
災
害
に

備
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
装
備
も
不
十
分
だ
っ
た
。
こ
れ
と
は

対
照
的
に
、
米
国
の
災
害
対
応
計
画
は
「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
で
あ

る
た
め
、
医
療
チ
ー
ム
は
地
震
、
洪
水
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
爆
弾
テ
ロ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
災
害
を
想
定
し
て
い
る
。
日
本
も
「
オ
ー
ル

ハ
ザ
ー
ド
」
の
災
害
対
応
計
画
を
備
え
た
方
が
は
る
か
に
望
ま
し
い

と
私
は
確
信
し
て
い
る
。「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
の
シ
ス
テ
ム
は
完

全
で
は
な
い
が
、
米
国
が
災
害
対
応
を
強
化
す
る
上
で
役
立
っ
て
い

る
。

多
様
な
救
援
組
織
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が
欠
如

11
年
の
災
害
対
応
の
も
う
一
つ
の
深
刻
な
問
題
は
、
全
国
各
地
か

ら
急
派
さ
れ
た
多
数
の
消
防
・
救
援
関
係
者
を
組
織
、
管
理
す
る
標

準
化
さ
れ
た
管
理
シ
ス
テ
ム
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
規

模
災
害
へ
の
対
応
は
複
雑
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
包
括
的
な
管
理
が

必
要
と
さ
れ
る
。
私
が
話
を
聞
い
た
多
く
の
日
本
人
の
救
援
関
係
者

は
、
分
散
設
置
さ
れ
た
避
難
所
に
い
る
多
数
の
被
災
者
に
対
し
、
多

様
な
組
織
が
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
活
動
を
調
整
し
よ

う
と
す
る
中
で
、
自
ら
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。
こ
れ
は
極
め
て
難
し
い
取
り
組
み
で
あ

る
。米

国
で
は
、「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
コ
マ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｃ
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Ｓ
＝
非
常
事
態
指
揮
体
制
）」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

こ
の
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
国
家
レ
ベ
ル

で
適
用
さ
れ
る
場
合
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
＝
国
家
非
常
事
態
管
理
体
制
）」

に
発
展
す
る
。

米
国
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
各
地
の
救
援
関
係
者

は
、
す
べ
て
Ｉ
Ｃ
Ｓ
・
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
に
従
っ
て
活
動
す
る
た
め
、
迅
速

か
つ
効
率
的
に
被
災
地
に
入
り
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
で
会
っ
た
消
防
関
係
者
は
、
日
本
も
ぜ
ひ
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
後
押
し
す
る
た
め
、
私
が
所
属
す

る
非
営
利
組
織
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
研
究
所
（Internation-

al Institute of Global Resilience

）
は
、
日
本
医
師
会
、
国
際

危
機
管
理
者
協
会
と
共
同
で
、
14
年
春
に
日
本
語
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
す
る
計
画
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を

は
じ
め
と
す
る
緊
急
事
態
管
理
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
た
。

多
く
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い

問
題
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
関
心
の
あ
る
向
き
は
私
の

報
告
書
に
基
づ
い
た
記
事
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い（

３
）。

日
本
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
明
確
な
将
来
像
を
見
い
だ
す
こ
と

は
現
時
点
で
は
難
し
い
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
を
経
て
も
、
大

規
模
災
害
に
備
え
、
対
応
を
管
理
す
る
た
め
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
よ
う
な

機
関
は
日
本
に
存
在
し
な
い
。

こ
の
た
め
、
11
年
に
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
上

で
責
任
を
持
つ
担
当
者
や
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
機
関
は
存
在
せ

ず
、
私
の
見
る
限
り
で
は
、
問
題
の
多
く
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
１
９
９
６
年
以
来
、
日
本
を
頻
繁
に
訪
れ
、
２
０
０
０
年
か

ら
01
年
に
は
１
年
間
、
東
京
で
勤
務
し
た
。

日
本
人
の
友
人
が
多
数
お
り
、
日
本
や
日
本
国
民
に
は
愛
着
を
覚

え
て
い
る
。
日
本
の
当
局
が
私
の
コ
メ
ン
ト
を
友
人
か
ら
の
提
言
と

し
て
検
討
し
、
将
来
の
災
害
へ
の
日
本
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
に

動
く
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
注
）

（
１
）
出
典
は
『
国
家
対
応
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
』（
米
国
土
安
全
保
障
省
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）。

（
２
）
Ｅ
Ｓ
Ｆ
⑭
は
そ
の
後
、「
国
家
災
害
復
興
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
）」
に
発

展
し
た
。

（
３
）
英
語
版
はhttp://w

w
w

.japanfocus.org/-Leo-Bosner/3754 
日
本
語
版
はhttp://risktaisaku.com

/sys/m
agazine/?p=000008

を
参
照
。


